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汚
泥
除
去
作
業
は
放
射
能
微
粒
子
を

吸
い
込
ま
な
い
よ
う
注
意
を
！

舞
い
上
が
る
ホ
コ
リ
に
は
マ
ス
ク
を
！

◎
特
に
子
ど
も
は
注
意
を
！

左写真 氾濫によって上流から運ばれて来た土

壌。福島原発事故時に山野に降り注ぎ、表土に固

定されたセシウム 134, 137 などの放射性粒子が

混じっている可能性がある。乾いてホコリとなっ

て舞いあがると吸い込み易く、危険。

右写真 表層部の数㌢の柔らかい部分が、氾濫に

より運ばれた土壌。本来は肥沃で有効な土。

こ
の
秋
の
台
風
は
大
変
な
被
害
を
残
し
、
被
害
を
受
け
た
人
々

は
水
を
か
ぶ
っ
た
自
宅
や
職
場
の
汚
泥
に
ま
み
れ
た
器
財
の
清

掃
に
難
渋
し
て
い
ま
す
。
更
に
事
態
を
深
刻
に
し
て
い
る
の
は
、

福
島
原
発
事
故
の
時
飛
散
し
た
放
射
性
物
質
で
汚
染
さ
れ
た
野

山
の
土
壌
の
豪
雨
に
よ
る
流
出
で
あ
り
、
除
染
物
を
収
納
し
て
い

る
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
か
ら
の
再
流
出
で
す
。
原
発
事
故
時
の
放
射

能
は
福
島
の
み
な
ら
ず
、
関
東
、
中
部
・
東
北
地
方
の
山
野
や
田

畑
、
町
や
村
に
降
下
し
、
土
壌
に
固
着
し
残
り
ま
し
た
。
今
回
の

豪
雨
の
被
害
地
域
と
重
な
り
ま
す
。
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
の
半
減
期

は
約
三
〇
年
。
千
分
の
一
に
減
る
の
は
三
百
年
後
。
今
後
長
く
、

警
戒
を
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
・
県
は
早
急
に
調
査
し

対
策
を
講
じ
て
、
こ
れ
以
上
の
健
康
被
害
を
防
ぐ
べ
き
で
す
。

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
に
は

広
島
原
爆
死
の
灰
の

約
五
八
〇
〇
倍
の

（セ
シ
ウ
ム
１
３
７
で
比
較

）

放
射
能
量
の

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
が

溜
ま
っ
て
い
る

＊国連科学委員会 2000 年報告（広島

原爆）と、政府答弁書（2013.2 六

ヶ所再処理工場の廃液量）で比較

三
沢
射
爆
場
（
旧
日
本
海
軍
天
ヶ
森
射
爆
場
）

米
軍
Ｆ
１
６
戦
闘
機

模
擬
爆
弾

誤
投
下

一
一
月
六
日
午
後
六
時
半
こ
ろ
米
軍
三
沢
基
地
の
Ｆ
１
６
戦

闘
機
が
三
沢
対
地
射
爆
場
で
訓
練
中
、
同
射
爆
場
の
西
方
五
キ

ロ
の
民
有
地
に
二
三
〇
㌔
㌘
の
模
擬
爆
弾
（
火
薬
な
し
）
を
誤

投
下
し
た
。
怪
我
人
な
ど
は
な
か
っ
た
が
、
六
ヶ
所
再
処
理
工

場
が
近
接
し
て
お
り
、
万
が
一
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
タ
ン
ク

や
使
用
済
み
核
燃
料
プ
ー
ル
に
被
害
を
与
え
る
と
、
想
像
を
絶
す

る
大
事
故
に
な
り
得
る
。
再
処
理
工
場
が
近
く
、
重
大
事
故
の

危
険
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
も
青
森
県
も
言
及
せ
ず
、

マ
ス
コ
ミ
各
社
も
全
く
無
視
し
て
い
る
。
私
達
は
こ
の
様
な
現

実
を
見
つ
め
、
米
軍
と
国
に
対
し
て
断
固
と
し
て
抗
議
す
る
。



（
前
頁
か
ら
続
く
）

政
府
は
汚
染
の
実
態
と

危
険
予
防
策
を
示
せ
！

各
地
か
ら
警
戒
せ
よ

の

声

◇
東
京
新
聞
十
月
二
三
日

台
風
一
九
号
の
大
雨
で

福
島
県
田
村
市
な
ど
で
フ
レ

コ
ン
バ
ッ
ク
が
流
出
。
日
本

大
学
糸
長
浩
司
特
任
教
授
は

「
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
八
六
〇

万
袋
に
相
当
す
る
山
の
表
土

も
流
出
し
始
め
た
。
こ
の
実

態
調
査
と
対
策
が
重
要
」
と

指
摘
し
ま
し
た
。

◇
共
同
通
信
十
月
二
八
日

台
風
一
九
号
に
よ
り
福
島

県
内
で
放
射
能
汚
染
土
な
ど

を
入
れ
た
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク

で
流
出
あ
る
い
は
紛
失
し
た

も
の
は
六
六
袋
あ
る
と
確
認

さ
れ
た
。
う
ち
中
味
の
な
い

も
の
が
二
三
袋
あ
っ
た
。

◇
米
国
：
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
・
Ｗ
Ｉ

Ｎ
Ｄ

マ
ギ
ー
・ガ
ン
ダ
ー
セ
ン

さ
ん
（
ア
ー
ニ
ー
氏
夫
人
）

台
風
ハ
ギ
ビ
ス
（
一
九
号

の
こ
と
）
襲
来
で
被
害
を
受

け
た
日
本
の
人
々
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
・
・
福

島
の
三
基
の
原
発
が
メ
ル
ト

ダ
ウ
ン
し
放
射
性
降
下
物
が

日
本
中
に
拡
散
し
ま
し
た
。

台
風
に
誘
発
さ
れ
た
川
の
氾

濫
に
よ
っ
て
都
市
や
町
、
農

地
へ
と
移
動
し
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
は
こ
れ
を
無
視
し

よ
う
と
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
Ｅ

Ａ
や
原
子
力
産
業
は
こ
の
健

康
リ
ス
ク
に
つ
い
て
当
局
に

伝
え
て
い
な
い
模
様
で
す
。

◇
「
広
島
原
爆
四
五
個
分

の
死
の
灰
」
が
流
れ
出
し
た

内
部
被
ば
く
防
止
に
取
り

組
む
渡
辺
悦
司
さ
ん
に
よ
れ

ば
、
福
島
原
発
か
ら
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
は
、
セ
シ

ウ
ム
１
３
７

を
ベ
ー
ス
と
す

る
日
本
政
府
の
放
出
量
推
計

（
広
島
原
爆
の
一
六
八
個

分
）
と
、
全
放
出
量
の
う
ち

日
本
陸
土
に
落
ち
た
割
合
の

日
本
学
術
会
議
の
推
計
（
二

七
％
）
か
ら
計
算
す
る
と
、

お
よ
そ
広
島
原
発
約
四
五
発

分
に
な
り
ま
す
。
除
染
作
業

で
の
回
収
を
差
し
引
い
て
も

約
四
〇
発
分
も
の
放
射
能
を

含
む
汚
染
土
壌
が
、
川
底
や

ダ
ム
底
、
山
岳
部
・
森
林
地

帯
か
ら
洪
水
で
拡
散
し
海
へ

と
流
れ
込
ん
で
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
日
本
政
府
行
政

当
局
は
豪
雨
に
よ
る
放
射
能

の
危
険
性
を
明
確
に
示
す
べ

き
で
す
。

◇
み
ん
な
の
デ
ー
タ
サ
イ
ト

（
十
月
一
三
日
）

【
台
風
一
九
号
に
よ
る
、
粉

塵
に
つ
い
て
ご
注
意
を
お

知
ら
せ
す
る
べ
き
か
悩
み

ま
し
た
。

今
回
の
台
風
一

九
号
に
よ
る
河
川
な
ど
の
氾

濫
水
が
運
ん
で
く
る
泥
の
濁

質
粒
子
に
は
高
濃
度
の
放
射

能
を
含
有
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
床
上
や
床
下

浸
水
し
た
家
屋
の
泥
出
し
、

清
掃
の
際
、
特
に
泥
が
乾
い

て
し
ま
っ
た
あ
と
は
吸
い
込

ま
な
い
よ
う
ご
留
意
く
だ
さ

い
。
乾
い
た
泥
は
す
さ
ま
じ

い
粉
じ
ん
と
な
り
ま
す
。
マ

ス
ク
や
ゴ
ー
グ
ル
を
し
て
内

部
被
ば
く
を
出
来
る
だ
け
避

け
て
く
だ
さ
い
。

【
水
害
被
災
地

土
壌
放

射
能
調
査
を
開
始
】

原
発
被
災
地
東
部
一
七

都
道
県
の
土
壌
汚
染
マ
ッ

プ
を
作
り
あ
げ
公
開
し
て

い
る
「
み
ん
な
の
デ
ー
タ
サ

イ
ト
」
は
一
九
号
台
風
被
災

以
降
の
十
月
二
三
日
に
、
緊

急
の
氾
濫
土
壌
調
査
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

測
定
希
望
者
は
Ｈ
Ｐ
掲

載
の
事
前
説
明
と
調
査
野

帳
を
読
ん
で
応
募
し
て
ほ

し
い
と
し
て
い
ま
す
。

利
根
川
も
増
水
し
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
千

葉
県
柏
市
付
近
の
利
根
川
の

増
水
の
ニ
ュ
ー
ス
を
、
こ
の

付
近
の
農
業
者
が
Ｕ
ー
チ
ュ

ー
ブ
で
報
じ
て
い
ま
し
た
。

「
自
分
の
田
ん
ぼ
や
畑
が
冠

水
し
た
。
利
根
川
が
堤
防
越

え
寸
前
で
あ
っ
た
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。
上
左
の
写
真
の

様
に
、
利
根
川
の
水
位
が
堤

防
を
隔
て
て
田
ん
ぼ
と
同
じ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
但
し
こ

の
地
点
は
「
一
種
の
遊
水
池
」

で
、
十
年
に
一
度
く
ら
い
は

増
水
時
に
冠
水
す
る
こ
と
を

前
提
に
し
た
水
田
と
の
こ
と
。

そ
の
代
わ
り
泥
水
は
肥
沃
な

土
壌
を
も
た
ら
す
利
点
も
あ

る
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
一

八
年
ぶ
り
と
い
う
今
回
の
増

水
は
非
常
に
急
速
で
と
て
も

驚
い
た
と
の
こ
と
。

完
成
間
際
の
ダ
ム
が
一
晩

で
満
杯
に
な
っ
た
！

左
図
の
二
つ
の
写
真
は
国

会
で
も
議
論
さ
れ
た
群
馬
県
、

利
根
川
支
流
の
八
ッ
場
ダ
ム

の
写
真
で
す
。
ダ
ム
の
堤
か

ら
ダ
ム
湖
側
を
撮
っ
た
写
真

で
、
上
は
「
湛
水
開
始
の
十

月
一
日
」
、
下
は
「
一
九
号

台
風
一
過
の
一
三
日
朝
」
で

す
。
ほ
と
ん
ど
カ
ラ
だ
っ
た

の
に
一
夜
で
満
杯
に
な
り
ま

し
た
。
ダ
ム
の
あ
る
吾
妻
川

は
利
根
川
の
大
小
百
余
の
支

流
の
一
つ
で
す
が
、
他
の
支

流
で
も
同
じ
な
ら
そ
の
雨
量

は
想
像
以
上
で
す
。
湛
水
試

験
中
で
、
堰
堤
や
岩
盤
な
ど

の
強
度
を
点
検
す
る
ヒ
マ
も

な
く
満
タ
ン
に
な
っ
た
の
は
、

実
は
危
険
な
こ
と
で
す
。

江
戸
時
代
の
治
水
政
策
に
学
べ

今
回
の
大
増
水
は
東
の
太

平
洋
に
注
ぐ
利
根
川
水
系
に

多
く
の
被
害
を
出
し
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
江
戸
湾
方
面
で

は
な
く
、
出
来
る
だ
け
東
の

銚
子
方
面
に
流
す
河
川
ル
ー

ト
に
改
良
す
る
「
利
根
川
東

遷
事
業
」
の
お
陰
で
東
京
下

町
は
今
回
は
無
事
で
し
た
。

洪
水
の
と
き
に
越
水
し
て
も
、

所
定
の
水
田
を
遊
水
地
と
し

被
害
を
最
小
に
し
よ
う
と
し

た
り
、
上
流
に
は
広
葉
樹
を

植
林
し
保
水
力
を
高
め
土
砂

災
害
に
備
え
ま
し
た
。
江
戸

時
代
以
来
の
治
山
治
水
の
知

恵
に
学
ぶ
べ
き
で
す
。
（
尚
）

日
本
列
島
周
辺
の
海
水
温
度
が
高
く

大
型
台
風
が
来
襲

「
観
測
史
上
最
多
」
の
大
豪
雨
を
も
た
ら
し
た
超
大
型
台

風

一
九
号
通
過
時
の
連
続
し
た
降
雨
に
よ
り
多
大
な
被

害
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
被
害
か
ら
何
を
教
訓

と
し
て
未
来
に
備
え
る
べ
き
か
、
「
利
根
川
水
系
と
首
都

圏
ハ
ザ
ー
ド
」
の
問
題
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

[自然野菜のら]10/13 ：Ｕチューブ動画を撮影

SiphonＴＶ 10/16
レポート画面を撮影

台風１９号による氾濫泥の

放射能緊急調査 応募データ
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（次のＵＲＬに公表）

https://minnanods.net/

blog/news/entry-1424.html


